




The Role of the New Japanese Language Program in Response to 




















































































































































































































































































































































を参照）。なお、2017 年春学期に JLP 科目を履


























は、JLPT の N5、CEFR の A2、ACTFL-OPI







漢字は 300 字、語彙は 1500 程度を習得し、短い
文章を読んだり、簡単な説明文・感想文が書け
るようになることを目指す。修了時の目標レベ
ル は、JLPT の N4、CEFR の A2 ＋、ACTFL-






































































































































































































































































































本語能力試験の N1、CEFR の B2 であり、漢





































JLP 生となっている（図 7）。ESOP の学生は、
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